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港湾空港局港営課 

特定外来生物「ヒアリ」対策について 

１ 特定外来生物「ヒアリ」について 

ヒアリは、強い毒をもっており、刺されるとアレルギー反応を起こす場合もあり、

ひどい場合死に至ることもあるといわれている。 

平成 29 年 6 月 9 日に兵庫県尼崎市において国内で初めてヒアリが確認されて以

来、兵庫県、愛知県、大阪府、東京都、神奈川県、福岡県、大分県、岡山県で確認

されている。 

7 月 21 日には、九州で初めて福岡市の博多港でヒアリが確認された。 

  本市では、ヒアリは確認されていないが、大分県中津市で、本市（太刀浦コンテ

ナターミナル）を経由したコンテナからヒアリが確認されている。 

２ これまでの対応 

（6/20）神戸港でヒアリが発見されたことから、太刀浦コンテナターミナル（以下、

「太刀浦 CT」という。）・ひびきコンテナターミナル（以下、「ひびき CT」

という。）で目視点検（未発見）、北九州港関係者へ注意喚起を行うととも

に、北九州港ホームページへ掲載した。 

 （6/30）名古屋港でヒアリが発見されたことから、次の寄港地である太刀浦 CT で

目視点検を実施した。（未発見） 

 （7/11）太刀浦 CT・ひびき CT にベイト剤（殺虫えさ）を設置した。 

 （7/24）北九州市の関係部局で「特定外来生物ヒアリに関する庁内連絡会議」を開

催した。 

 （7/25）中津市でヒアリが発見されたことから、寄港地であった太刀浦 CT 内で改

めて目視点検を行うとともにベイト剤を再設置した。 

（7/28）国土交通省が、「ヒアリの定着防止緊急工事」に着手した。（7/28 太刀浦

CT で着手、田野浦、日明、ひびき CT でも順次実施・下記４参照） 

 （7/30）専門家（九州大学准教授）指導のもと、太刀浦 CT で徹底したヒアリ調査

を実施した。（未発見・下記５参照） 

（8/ 9）環境省が、粘着トラップの設置に着手した。（8/9 太刀浦 CT より実施・下

記６参照） 



３ 港湾空港局の対応 

・毎日の巡回パトロール時の目視点検強化 

 ・北九州港ホームページ等を通じた情報発信 

 ・ヒアリが発見された当初から、港運協会、船舶代理店等関係者と密に連携する体

制を構築し、水際対策に努めている。 

４ 国土交通省によるヒアリ定着防止緊急工事（全国 68 港で実施）

北九州港湾・空港整備事務所がヒアリの侵入・定着を防止するため、生息環境と

なり得るコンテナヤードの舗装の隙間を埋める工事を7月 28日より太刀浦CTで着

手し、田野浦、日明、ひびき CT でも順次実施している。 

５ 専門家指導のもとの徹底した調査 

本市は、九州大学准教授の指導のもと、7月 30 日に太刀浦 CT で、海外から搬入

されるコンテナを蔵置するエリア及び周辺の草むら等を調査した。 

  コンテナ蔵置エリアでは、コンテナに刺激（スパナ等による打撃）を与えた上で

の目視、草むらについては、土を掘り起こしてアリの生息状況を調査した。 

  この結果、太刀浦 CT では、ヒアリは発見されなかった。 

６ 環境省による粘着トラップの設置 

 環境省が手配する専門業者が、目視及び粘着トラップ等の設置による調査を 8月

9日、太刀浦 CT で着手した。今後、ひびき CT でも実施予定である。 

  なお、中国からのコンテナ輸入の多い東京・横浜・名古屋・大阪・神戸・博多・

北九州の７港では特に重点的に実施することが決定している。 

７ 国に対する緊急要望（8月中を予定） 

港湾管理者等が実施するヒアリ防除等に要する費用及びヒアリ等の繁殖を未然

に防止するためのコンテナヤード等の舗装改良に要する費用などについて、北九州

港、神戸港、横浜港など日本の主要港からなる六大港湾協議会から国に対し財政的

な支援を行うことなどを要望することとしている。 



①6月9日
兵庫県尼崎市

②6月18日
兵庫県神戸市

④7月3日
大阪府大阪市

③6月30日
⑪8月4日
愛知県弥富市

⑥7月10日
愛知県春日井市

⑤7月6日
東京都品川区

⑦7月14日
神奈川県横浜市

⑧7月21日
⑩7月27日
福岡県福岡市

⑨7月24日
大分県中津市

福岡県北九州市
太刀浦コンテナターミナル

⑫8月9日
岡山県倉敷市

全国でこれまでヒアリが確認された場所







ヒアリ緊急点検及びベイト剤（殺虫えさ）の設置


